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２０１２年１月３０日 

●REPA 会員のセミナー等での活動 

■国際森林年「バイオマスエネルギー先進動向」（2012 年１月 28 日開催）にて、今泉理事が「農業の新しい

可能性･･･エネルギー作物を原料とするバイオガス発電」と題して、家畜し尿、非可食作物を原料としたバイオ

ガス発電・排熱利用プラントの国内外実施例の興味深い紹介がありました。ドイツでは 2012 年にすでに 7470

プラントの実績があるそうです。詳細は後日会員専用 HP に掲載されます。 

■放射能と生活を考える会（1 月 26 日（木））にて、篠田事務局長が「水田土壌の汚染と向き合い除染に挑

む人々の挑戦」と題して講演を行いました。 

「低レベル放射線下での生活を余儀なくされている方々の現状と課題」をテーマにした第１回学習会で鎌倉市

民ら 20 数名が参加し、活発な議論が展開されました。この学習会は、鎌倉市在住の冨田英子氏が立ち上

げた「放射能と生活を考える会」が主催したものです。当日は、福島県伊達市の菅野善明議員（無所属）、

福島県川内村から鎌倉市に避難している市川惠子氏、それに福島県伊達市で放射能に汚染された水田土

壌の除染活動に取り組んでいる当協会の篠田淳司理事・事務局長が講師として参加し、サンプリング結果の

報告とともに、被災者の方々の放射能に対する取組みについて報告しました。 

詳細は後日会員専用 HP に掲載されます。 

 

●NHK－FMから当協会の紹介 ONAIR！ 

NHK-FM「元春レイディオ・ショー」佐野元春さんの DJ が、毎週火曜の夜 11 時から流れております。視聴者の

皆さんからのリクエスト・メッセージで、一緒に番組を作っています。そこで当 PERA の活動紹介が予定されてい

ます。題して畑の発電所です。ご期待下さい。詳細が決まりましたら別途ご案内致します。 

 

●REPA 会員の情報 

■林原会員のレポート：スウェーデンは、人口９００万人の北欧の先進福祉国家です。再生可能エネルギーの

利用がすすみ、発電のほとんどを化石燃料以外でまかない、かつ、自動車の燃料も、２０３０年までに全量を

再生可能エネルギーで充足すべく行動しております。その成功は、主に炭素税その他の優遇税制の導入によ

るそうです。国民への環境教育も幼稚園、小学校の時期より行い、国民の信頼と協力の下に、環境政策を

行っております。現在、レンダルさんは、自然エネルギー先進国であるスウェーデンの事情を日本に紹介すべく、

大学、ＮＰＯ法人、自治体で講演をなされております。詳細は後日会員専用 HPに掲載されます。 

■尾園副代表理事のレポート：放射線医学総合研究所を視察する機会がありました。まさしく放射線のリスク

とベネフィットです。緊急被ばく医療研究センター、重粒子線がん治療、分子イメージング研究センターなどです。

詳細は後日会員専用 HPに掲載されます。 

 

  
２０１２年１月１７日 

●2012年第一回運営委員会開催 

１月 11 日１８時３０分より四ツ谷デニーズ二番町店で開催され下記が議論されました。詳細は会員専

用 HPを参照ください。 



①昨年のエコプロダクツ 2012 の出展の反省（エコプロ自体が本来の趣旨から変わってきていると思わ

れる中での、今後の出展の意義、REPAの社会への認知、PRをどう進めるか、来場者への魅力を持た

せる展示方法など） 

②霊山町プロジェクトの進め方 

③当協会のブランド力の強化、講演会・講習会の計画 

などいろいろなアイデアがでました。今年の活動計画へ具体的に織り込んでいきたいと思います。是非

皆さんの知恵を絞りだしてください。 

 

●講演会・セミナー等への REPA 講師派遣！！ 

①放射能と生活を考える会（1 月 26 日（木）19 時から大船学習センター）にて、講演者の一人として REPA

篠田事務局長が「水田土壌の汚染と向き合い除染に挑む人々の挑戦」と題して講演を行い、その後自由討

議がなされます。是非聴講においでください。 

②THE ECOLOGY 再生可能エネルギーの普及へのステップ（3 月 25 日（日）12 時から目黒シテイロード予

定）にて今泉理事がパネラーの一人として参加予定です。若い人たちが真剣になって将来の日本・世界のエネ

ルギー問題を議論されるのではないかと期待されます。是非覗いてみてください。 

 

●注目の展示会・セミナー 

①川崎国際環境技術展 2012が、2012年 2月 10日（金）・11日（土）10：00～17：00、とどろきアリーナ／神

奈川県川崎市中原区等々力 1-3 で開催されます。5 月 16 日に REPA が予定しているバイオマスプラントの

紹介もあります。下記 URL 参照してください。 

http://www.kawasaki-eco-tech.jp/contents/about.html 

②筑波大学大学院生命科学環境科学研究科 渡邉信 教授による「さいたま産油国宣言！？」講座 

日時 平成２４年２月４日（土） １３：３０～１６：００ （開場１３：００） 

会場 生涯学習センター１０階・多目的ホール（大宮駅西口徒歩５分） 

    さいたま市大宮区桜木町１－１０－１８ シーノ大宮センタープラザ１０階  

下記 URL 参照してください。 

http://blogs.yahoo.co.jp/pyonepyone/61203989.html 

③『120120環境技術交流会新春講演会』水と日本人のアイデンティティー 

講演者： 竹村 公太郎 講師 独立行政法人リバーフロント整備センター理事長 

日 時 ：2012年１月 20日（金）18：00～19：30 

場 所 ： 中央大学駿河台記念会館 510号室   

電話 03-3292-3111 

アクセス：JRお茶の水駅下車徒歩 3 分 

定 員 ：60 名 

参加費 ： 無料 

注：当協会と連携している株式会社光と風の研究所 

  電話 03-5465-5439/FAX 03-3469-5312 

  E-mail:horiuchi@solarwindtech.jp 

  へお申込みください。水と日本のアイデンティティー 

http://www.kawasaki-eco-tech.jp/contents/about.html
http://blogs.yahoo.co.jp/pyonepyone/61203989.html
http://repa-npo.com/120120annai.doc


④国際森林年「バイオマスエネルギー先進動向」 

日 時 ：2012年１月 28（土）13：00～17：30 

場 所 ： ｱﾘｱﾙ五反田駅前 

詳細はバイオマスエネルギー先進動向を参照ください。 

 

●情報交換会と懇親会（2012 年 2 月 8日） 

情報交換会と懇親会は場所の関係で 1月の開催が出来ませんでしたが、2月 8日（水）18時 30分から開催

致しますので奮ってご参加ください。参加可能な方は篠田事務局長へご連絡ください。別途メールも発信され

ます。場所は後日連絡致します。 

 

●運営委員会の開催（2012 年 2 月 15日） 

2月 15日（水）18時 30分から四ツ谷のデニーズ（旧ファミール）で行われますので委員の方は必ず参加ください。 

別途篠田事務局長より検討議題がメールされます。 

 

 

  
２０１２年１月５日  

１月 11日に予定していました新年会を兼ねた REPA情報交換会は会場の都合で、延期することになり

ました。これまで使用していました東京・四谷のレストラン・ファミールが昨年末にデニーズ二番町店に

衣替えし、店内を改装したため、10 人を超える集まりの予約が難しくなりました。このため、とりあえず

開催日時を延期することになりました。 

なお REPA 運営委員会は１月１１日１８時３０分より四ツ谷デニーズ二番町店（経営者が変わっただけ

で場所は同じです）で開催致します。 

 

 

  
２０１２年１月１日  

●新年あけましておめでとうございます 

本年も皆様にとって良いお年でありますよう祈念いたします。 

 

昨年は３月の東日本大震災、９月の台風１２号による紀伊半島の甚大な被害、１０月のタイの洪水被害な

どの自然災害や、８月の米国債の長期格付け引下げ、１０月のギリシャ・イタリア・スペイン等によるＥＵの債務

危機、ここ何年間も継続している国内の政治不信、政治の迷走、課題の山積、経済の低迷などの人的災

害が生じており、今年はこれらを一つひとつ早急に解決していかなければ、まさに日本の将来、世界の将来は

おぼつかないものになります。 

当協会も会員、賛助会員、関係者のご協力を得て、再生可能エネルギーという切り口、昨年から進めている

復興支援を通じて微力ながらエネルギー先進貢献して行きたいと考えております。 

 

本年の活動のひとつとして、バイオマスを再生可能エネルギーの柱として位置づけ、より具体的な取り組みを推

http://www.repa-npo.com/PDF/120128baiomass.pdf


進する予定です。2011 エコプロダクツ展においても主張しましたように、バイオマスの取り組みを原発事故による

環境汚染の修復につなげて進めたいと考えています。力ずくで除染を進めてもすぐに破綻してしまうのではない

でしょうか。それはこれまでのバイオマス関連の事業を見てもわかります。装置尽くめのプラントではなく、自然と

一体となったシステムを構築する必要があります。是非とも、そうした提案と行動を展開して行きます。 

 

次に、日本国内各地の状況に合わせた最適の小水力、バイオマス利活用、風力発電、太陽光発電、太陽

熱・地中熱利用などを地元の団体と協力して構築し、エネルギー自立コミュニティを実現させて行きます。 

本年もよろしくご支援、ご協力のほどお願い申し上げます。  

ＲＥＰＡ理事会一同 

 

 


